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①
健
康
で
、
明
る
く
素
直
で
元
気
が
あ
る
か
。

②
将
来
の
夢（
ビ
ジ
ョ
ン
）を
持
っ
て
い
る
か
。

③ 

問
題
提
起
が
で
き
て
、
ま
た
解
決
す
る
能

力
を
持
っ
て
い
る
か
。

④ 
す
ぐ
諦
め
た
り
せ
ず
、
我
慢
強
さ
が
あ
る

か
。

　

つ
ま
り
、
働
く
と
い
う
就
労
意
欲
を
持
ち
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
優
れ
て
い
る

人
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
当
然
、
高
校
生
と

し
て
標
準
的
な
学
力
が
あ
る
こ
と
も
必
要
で

す
。
よ
く
考
え
る
と
、
企
業
が
求
め
る
人
材

は
、
本
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
の
よ
う
な
人
で

す
。
本
校
の
行
う
教
育
活
動
に
一
生
懸
命
取

り
組
み
、
自
己
成
長
を
遂
げ
る
皆
さ
ん
こ
そ

企
業
が
必
要
と
す
る
人
材
で
す
。
自
信
を
持

っ
て
就
職
活
動
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
皆
さ
ん
を
し
っ
か
り
支
え
て
く
だ

さ
る
家
族
に
感
謝
し
、
目
標
達
成
の
喜
び
を

分
か
ち
合
え
る
よ
う
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　

我
々
就
職
指
導
部
は
、
皆
さ
ん
を
し
っ
か

り
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
で
い
ま
す
。
迷
い
や

悩
み
を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
生
徒
の
皆
さ

ん
と
家
族
と
学
校
が
一
致
協
力
し
て
し
っ
か

り
支
援
し
て
、皆
さ
ん
の
夢
を
叶
え
ま
す
。頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

進
路
決
定
の
夢
を
叶
え
る

進
路
決
定
の
夢
を
叶
え
る

　

今
年
も
例
年
通
り
、
７
月
１
日
よ
り
求
人

票
の
受
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。
３
年
生
の
就

職
希
望
の
皆
さ
ん
は
、
１
年
生
か
ら
進
路
決

定
に
備
え
て
、
進
学
・
就
職
指
導
を
受
け
て

き
ま
し
た
。
３
年
間
、
し
っ
か
り
準
備
を
し

て
き
た
皆
さ
ん
は
、
自
信
を
持
っ
て
就
職
活

動
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、１
・
２
年
生

の
皆
さ
ん
、
高
校
の
３
年
間
は
瞬
く
間
に
過

ぎ
去
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
目
標
は
、
た
だ
卒

業
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
が
希
望
す
る

進
路
先
を
決
定
す
る
こ
と
で
す
。
日
々
目
標

を
持
ち
、
大
切
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
の
本
校
就
職
指
導
部
は
、
４
月
に
１
・

２
年
生
対
象
の
進
路
適
性
検
査
、
３
年
生
へ

進
路
説
明
会
や
校
内
就
職
模
擬
試
験
な
ど
行

っ
て
き
ま
し
た
。
６
月
に
は
松
江
・
出
雲
・

雲
南
・
大
田
の
企
業
と
情
報
交
換
会
を
行
い
、

企
業
が
必
要
と
す
る
人
材
の
情
報
を
入
手
す

る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
企
業
が
、
ど
の
よ
う
な
人
材
を

高
卒
者
に
求
め
て
い
る
か
、
４
つ
に
要
約
し

て
述
べ
て
み
ま
す
。

就
職
指
導
部
長

　
　

春
日　

啓
伸

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

第
53
回
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
２
０
２
４

時　

６
月
20
〜
23
日　
　

於　

札
幌
市
円
山
庭
球
場

〈
シ
ン
グ
ル
ス
〉

１
回
戦

髙
野
愛
未（
2-4 

大一
）
０

－

４　

岡
山
県
選
手

〈
ダ
ブ
ル
ス
〉

予
選
リ
ー
グ
①

川
角
莉
子（
3-5 

大社
）・
栗
原
奈
々
（
2-5 

松一
）

　
　
　
　
　
　
　

４

－

３　

高
知
県
ペ
ア

予
選
リ
ー
グ
②

川
角
莉
子
・
栗
原
奈
々

　　

３

－

４　

岐
阜
県
ペ
ア

○
大
会
総
評

　

本
校
か
ら
は
シ
ン
グ
ル
ス
１

名
、ダ
ブ
ル
ス
１
ペ
ア
が
島
根
県

の
代
表
と
し
て
出
場
し
た
。勝
ち

上
が
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

が
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
前
に
、
貴

重
な
実
践
の
場
と
な
っ
た
。応
援

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

少
年
女
子
島
根
県
一
次
予
選
・
最
終
選
考
会

時　

７
月
６
・
７
日

於　

江
津
中
央
公
園

　

一
次
予
選
で
は
落
合
遥（
1-4 

大社
）・
森
田
早
貴

（
1-4 

大社
）
ペ
ア
が
準
優
勝
し
、
推
薦
組
と
会
わ
せ

て
９
名
が
最
終
選
考
会
に
進
ん
だ
。
最
終
選
考

会
の
結
果
、
川
角
莉
子
・
栗
原
奈
々
・
水
永
花

音（
3-5 

益東
）・
岡
本
涼
香（
3-5 

浜東
）
の
４
名
が
島
根
県

代
表
と
し
て
８
月
に
行
わ
れ
る
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
他
３
名
も

サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
と
し
て
帯
同
す
る
。 

 

（
顧
問　

金
森　

快
）

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

少
年
男
子
島
根
県
一
次
予
選

時　

７
月
６
・
７
日　
　
　
　
　
　

於　

石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

準
優
勝　
川
角
光
夢（
2-2 

羽須美
）・
三
上
瑛
大（
1-5 

羽須美
）

ベ
ス
ト
８　

三
島
綾
太（
1-2 
出三
）・
山
下
柊
人（
1-5 

浜一
）

　
　
　
　　

河
野
穂
希（
1-3 
浜一
）・
岡
田
隆
聖（
2-1 

羽須美
）

○
大
会
総
評

　

新
チ
ー
ム
で
の
最
初
の
大
会
で
、
課
題
の
多

い
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
夏
の
期
間
で
し
っ
か

り
と
精
進
し
、
今
後
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

少
年
男
子
島
根
県
最
終
選
考
会

時　

７
月
７
日　
　
　
　
　
　
　
　

於　

江
津
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○
大
会
総
評

　

前
日
の
一
次
予
選
の
結
果
、
川
角
、
三
上
の

２
名
が
出
場
し
た
。
最
終
的
に
川
角
が
上
位
９

名
の
代
表
に
選
出
さ
れ
、
８
月
に
行
わ
れ
る
国

ス
ポ
中
国
地
区
予
選
に
向
け
て
活
動
し
て
い
く

こ
と
と
な
っ
た
。 

（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

卓　

球　

部

第
71
回
中
国
高
等
学
校
卓
球
選
手
権
大
会

時　

６
月
15
〜
17
日　
　
　
　

於　

ジ
ッ
プ
ア
リ
ー
ナ（
岡
山
）

〈
男
子
団
体
〉　

２
位

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

２　

位　

小
野
泰
和（
3-5 

北陵
）

ベ
ス
ト
８　

大
村　

心（
2-2 

西谷
）

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

優　

勝　

小
野
泰
和
・
黒
田
昌
秀（
3-5 

麹町
）
組

○
大
会
総
評

　

全
て
の
種
目
で
ラ
ン
キ
ン
グ
入
り
を
果
た
し
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
て
弾
み
の
つ
く
大
会
と

な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
て
重
点
的
に

強
化
し
て
い
る
ダ
ブ
ル
ス
で
優
勝
で
き
た
こ
と

は
自
信
に
繋
が
る
。
遠
路
応
援
に
駆
け
つ
け
て

く
だ
さ
っ
た
保
護
者
の
皆
様
、
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

第
76
回
中
国
卓
球
選
手
権
大
会

時　

６
月
22
・
23
日　
　
　
　
　

於　

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ（
広
島
）

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

優　

勝　

小
野
泰
和
・
黒
田
昌
秀　

組

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優　

勝　

小
野
泰
和

○
大
会
総
評

　

小
野
泰
和
が
創
部
以

来
初
と
な
る
一
般
種
目

で
の
２
冠
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
向
け
て
、

「
心
・
技
・
体
・
智
」
の
す
べ
て
を
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
さ
せ
て
い
き
た
い
。

男子ダブルス優勝の小野（右）・黒田



第４６７号　（2）
２
０
２
４
年
ア
ジ
ア
卓
球
選
手
権
ア
ル
マ
ト
イ
大
会 

兼 

２
０
２
５
年
世
界
卓
球
選
手
権
ド
ー
ハ
大
会
ア

ジ
ア
大
陸
予
選
会
男
女
日
本
代
表
選
手
選
考
会

時　

６
月
19
〜
21
日

於　

赤
羽
体
育
館　

【
出
場
者
】
小
野
泰
和

予
選
リ
ー
グ
敗
退
（
１
勝
３
敗
）

○
大
会
総
評

　

小
野
泰
和
が
初
め
て
シ
ニ
ア
の
日
本
代
表

選
考
会
に
出
場
し
た
。
上
位
進
出
は
な
ら
な

か
っ
た
が
、
実
力
は
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
大
会
を
通
じ
て
明
確
に
な
っ
た

課
題
を
今
後
の
練
習
で
克
服
し
て
い
き
た
い
。

第
28
回
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
卓
球
選
手
権
大
会

時　

６
月
30
〜
７
月
６
日

於　

中
国
・
重
慶　
　
　

〈
男
子
団
体
〉　

３
位

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

３
位

○
大
会
総
評

　

小
野
泰
和
が
19
歳

以
下
の
日
本
代
表
と

し
て
ア
ジ
ア
大
会
に

参
加
し
た
。
団
体
戦

は
準
決
勝
で
中
国
に

敗
れ
、
16
年
ぶ
り
の

優
勝
は
な
ら
な
か
っ

た
が
、
小
野
は
日
の

丸
を
背
負
っ
て
堂
々

と
戦
っ
た
。
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
世
界
ラ
ン
ク

50
位
の
韓
国
選
手
を
破

る
等
、
大
舞
台
で
も
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
十

分
に
発
揮
し
た
。
今
回

の
貴
重
な
経
験
を
生
か

し
、
将
来
的
に
は
日
本

を
代
表
す
る
よ
う
な
選

手
に
成
長
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

 

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
68
回
中
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

時　

６
月
21
〜
23
日　
　
　
　
　
　
　

於　

県
立
浜
山
体
育
館
カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

１
回
戦

本
校　

48

－

77　

宇
部
工
業（
山
口
県
代
表
）

　

初
戦
敗
退

〇
大
会
総
評

　

初
戦
は
、
山

口
県
代
表
の
宇

部
工
業
高
校
と

対
戦
し
た
。
試

合
序
盤
か
ら
必

死
に
食
ら
い
つ

く
が
、
バ
ッ
ク
コ
ー
ト
陣
が
強
烈
な
相
手
に

主
導
権
を
最
後
ま
で
握
ら
れ
、
惜
し
く
も
初

戦
敗
退
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
経
験
を
積
み
重
ね
た
チ
ー
ム
は
、

最
後
ま
で
諦
め
な
い
姿
勢
を
貫
い
た
。
選
手

と
し
て
の
未
熟
さ
と
弱
さ
が
現
れ
た
試
合
で

も
あ
っ
た
が
、
今
後
の
財
産
と
し
て
出
雲
北

陵
高
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
大
き

な
力
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
校
長
先
生
を
は

じ
め
本
校
教
職
員
の
先
生
方
、
会
場
ま
で
足

を
運
ん
で
声
援
い
た
だ
い
た
保
護
者
、
女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

（
顧
問　

手
島
幹
人
）

テ

ニ

ス

部

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
抜
室
内
選
手
権
大
会
県
予
選

時　

６
月
８
日

於　

浜
山
公
園

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

１
回
戦
敗
退

○
大
会
総
評

　

３
人
と
も
初
戦
敗
退
し
た
が
、
今
大
会
は

県
大
会
上
位
と
の
レ
ベ
ル
の
差
を
確
認
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
今
後
の
練
習
で
変
わ
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
信
じ
た
い
。
１
ヵ
月
後
の

国
ス
ポ
県
予
選
で
少
し
で
も
練
習
の
成
果
が

発
揮
で
き
る
と
良
い
。 （
顧
問　

石
川
剛
亘
）

ダ
ン
ス
同
好
会

出
雲
ダ
ン
ス
フ
ェ
スV

ol.5

時　

７
月
７
日　
　

於　

出
雲
市
民
会
館

　

出
雲
市
民
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
、
出
雲

ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
に
参
加
し
た
。

　

１
年
生
６
名
が
加
入
し
、
17
名
で
公
演
を

迎
え
た
。
当
日
は
Ｋ

－ｐ
ｏ
ｐ
と
創
作
ダ

ン
ス
を
披
露
し
、
北

陵
ら
し
い
個
性
の
詰

ま
っ
た
ダ
ン
ス
を
多

く
の
人
に
届
け
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

応
援
に
駆
け
つ
け

て
い
た
だ
い
た
保
護

者
の
皆
様
、
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

 （
顧
問　

水
谷
円
香
）

合　

唱　

部

部
活
動
体
験
会

　

７
月
６
日
㈯
合
唱
部
初
め
て
の
試
み
で
あ

る
、
中
学
３
年
生
を
対
象
に
し
た
部
活
動
体

験
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
52
名
も
の
参

加
が
あ
り
、
高
校
生
部
員
と
あ
わ
せ
て
76

名
の
大
合
唱
団
と
な
っ

た
。
簡
単
な
発
声
を
行
っ

た
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
課
題
曲

「
僕
ら
は
い
き
も
の
だ
か

ら
」
の
合
唱
を
行
い
、
一

緒
に
曲
作
り
や
発
声
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い

て
練
習
し
た
。
音
楽
室
の

窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
ほ

ど
、
音
圧
が
上
が
っ
た
歌

声
に
圧
倒
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
最
後
に
高
校
生
が
合

唱
曲
を
２
曲
披
露
し
て

会
を
閉
じ
た
。
中
学
生
の

皆
さ
ん
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
パ
ワ
ー
を
感
じ

な
が
ら
、
高
校
生
自
身
が
多
く
の
刺
激
を
受

け
、
よ
い
学
び
の
場
と
な
っ
た
。
来
年
度
の

入
部
に
つ
な
が
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
望
み
た

い
。 

（
顧
問　

布
野
浩
志
）

学
校
開
放
美
術
講
座

令
和
六
年
度

出
雲
北
陵
高
等
学
校

令
和
六
年
度

出
雲
北
陵
高
等
学
校

時　

７
月
６
日　

於　

本
校
美
術
棟

　

学
校
開
放
美
術

講
座
を
実
施
し
た
。

素
描
と
デ
ザ
イ
ン

の
講
座
に
県
内
11

校
の
中
学
校
か
ら

18
名
の
参
加
が
あ

っ
た
。
素
描
は
木

炭
デ
ッ
サ
ン
を
、

デ
ザ
イ
ン
は
果
物
を
使
っ
た
平
面
構
成
を
行

っ
た
。
参
加
者
は
初
め
て
の
素
材
や
技
法
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
積
極
的
に
約
２
時
間
の
実

技
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
に
上
達
が
伺

え
る
実
り
あ
る
講
習
と
な
っ
た
。

　

次
年
度
も
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
多
く

の
方
に
受
講
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思

う
。吹

奏

楽

部

ゆ
め
タ
ウ
ン
出
雲
16
周
年
記
念
演
奏
会

時　

６
月
29
日　
　
　

於　

ゆ
め
タ
ウ
ン
出
雲

　

標
記
イ
ベ
ン
ト
に

出
演
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
当
日
は
多
く

の
皆
様
に
ご
声
援
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
た
。

　

今
後
も
「
地
域
に

愛
さ
れ
る
バ
ン
ド
」

を
目
指
し
変
わ
ら
ず

精
進
し
て
い
き
た
い
。

 

（
顧
問　

竹
内
康
貴
）

素描講座の様子



（3）　第４６７号

高
校
３
年
生
保
護
者
対
象

高
校
３
年
生
保
護
者
対
象

進
学
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
講
座

及
び
進
路
保
護
者
会
の
開
催

時　

６
月
24
日　
　
　

於　

本
校
黎
明
ホ
ー
ル

高
校
３
年
生
保
護
者
を
対

象
に
し
た
進
路
保
護
者
会
を

開
催
し
た
。
会
に
先
立
ち
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
池
原
元
樹
様
を
お
迎

え
し
て
進
学
希
望
者
を
対
象

と
し
た
進
学
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
講
座
を
開
講
し
、

受
験
に
関
わ
る
費
用
と
そ
の
準
備
に
つ
い
て

お
話
を
い
た
だ
い
た
。

　

続
い
て
進
路
保
護
者
会
で
は
、
進
学
希

望
・
就
職
希
望
に
別
れ
て
、
中
澤
進
学
指
導

部
長
・
永
瀬
就
職
指
導
副
部
長
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
合
格
や
内
定
を
勝
ち
取
る
た
め
の
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

全
体
会
が
終
わ
る
と
、
各
教
室
に
お
い

て
ク
ラ
ス
担
任
と
の
個
別
面
談
を
行
な
っ

た
。
進
路
決
定
に
向
け
、
よ
り
明
確
な
進
学

先
・
就
職
先
を
出
し
な
が
ら
の
面
談
と
な
っ

た
。
生
徒
達
が
希
望
す
る
進
路
に
向
け
て
合

格
、
内
定
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

学
校
運
営
評
議
員
会
開
催

学
校
運
営
評
議
員
会
開
催

時　

６
月
21
日　

於　

本
校
会
議
室

　

本
年
度
、
第
１
回
学
校
運

営
評
議
委
員
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　

学
校
か
ら
は
、
昨
年
度
の

年
間
目
標
に
対
し
て
の
反
省

や
今
年
度
の
重
点
的
な
取
り
組
み
・
目
標
に

つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

委
員
の
方
々
か
ら
は
、
学
校
評
価
ア
ン
ケ

ー
ト
に
対
し
て
の
質
問
や
昨
今
の
若
者
の
転

職
ブ
ー
ム
、
社
会
保
障
制
度
や
年
金
制
度
に

つ
い
て
の
中
高
校
生
の
理
解
度
、
学
校
と
し

〈
予
選
リ
ー
グ
〉

出
雲
北
陵　

60

－

39　

湖　

東

　

湖　

東　
　

53

－

59　

浜
田
二

　

浜
田
二　
　

42

－

73
出
雲
北
陵

　

境
港
三　
　

79

－

55　

斐
川
西

　

斐
川
西　
　

30

－

56　

白　

岳（
広
島
県
）

　

白　

岳　
　

62

－

51　

境
港
三（
鳥
取
県
）

　

出
雲
二　
　

57

－

58　

大
田
一

　

大
田
一　
　

42

－

64　

岩　

国（
山
口
県
）

　

岩
国　
　
　

59

－

39　

出
雲
二

BLAE BULLS

56

－

66　

安
来
一

　

安
来
一　
　

40

－

62
倉
敷
新
田（
岡
山
県
）

倉
敷
新
田　
　

74

－

38

BLAE BULLS

〈
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
〉

　
　
出
雲
北
陵

47

－

53　

白　

岳

　
　

岩　

国　

41

－

69
倉
敷
新
田

〈
決
勝
〉

　
　

白　

岳　

46

－

64
倉
敷
新
田

☆
結
果

優
勝　

倉
敷
新
田（
２
年
連
続
２
回
目
）

２
位　

白
岳　
３
位　

岩
国
、
出
雲
北
陵

☆
優
秀
選
手

五
島
洋
都（
新
田
）・
熱
田　

翔（
新
田
）・
平
井
陽
士（
白
岳
）・

山
本
唯
翔（
岩
国
）・
千
百
松
哲
平（
北
陵
）・
今
岡
莉
久（
出

二
）・
足
立
真
矢
斗（
斐
西
）・
池
田
脩
吾（BLAZE BULLS

）・

安
達
球
志（
湖
東
）・
家
島
敦
己（
安
一
）・
山
岡
優
心（
大
一
）・

藤
本
怜
和（
浜
二
）・
瀬
戸
颯
太（
境
三
）

〈
予
選
リ
ー
グ
〉

　

出
雲
三　
　

64

－

38　

平　

田

　

平　

田　
　

58

－

50　

大
田
一

　

大
田
一　
　

36

－

62　

出
雲
三

　

出
雲
二　
　

43

－

96

IZUMO DREAMS
IZUMO DREAMS

57

－

39　

安
来
一

　

安
来
一　
　

55

－

53　

出
雲
二

　

向　

陽　
　

46

－

61　

松
江
一

　

松
江
一　
　

60

－

53　

境
港
三

　

境
港
三　
　

39

－

42　

向　

陽

〈
決
勝
リ
ー
グ
〉

　

出
雲
三　
　

19

－

64

IZUMO DREAMS

　

松
江
一　
　

40

－

53　

出
雲
三

IZUMO DREAMS

61

－

47　

松
江
一

☆
結
果

優
勝

IZUMO DREAMS

（
初
優
勝
）

２
位　

出
雲
三　

３
位　

松
江
一

☆
優
秀
選
手

山
岡
璃
音（IZUMO DREAMS

）・
佐
貫
心
音（IZUMO 

DREAMS

）・
河
原
衣
織（
出
三
）・
中
島
梨
沙（
出
三
）・
余
村

結
芽（
松
一
）・
梶
谷
奈
央（
向
陽
）・
玉
木
陽
依
莉（
平
田
）・

清
水
咲
富（
出
二
）・
松
原
萌
衣（
大
一
）・
宇
佐
美
楓（
安
一
）・

清
水
舞
白（
境
三
）

優勝チーム（IZUMO DREAMS）

⎫ ⎬ ⎭

⎫ ⎬ ⎭

⎫ ⎬ ⎭

⎫ ⎬ ⎭⎫ ⎬ ⎭

⎫ ⎬ ⎭

⎫ ⎬ ⎭

⎫ ⎬ ⎭

於
　
平
田
体
育
館
、斐
川
第
一
体
育
館
、本
校
体
育
館

時
　

７
月
６
日
・
７
日

学
校
法
人
水
谷
学
園
創
立
１１５
周
年
記
念

第
２９
回
出
雲
招
待
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会

兼 

出
雲
北
陵
高
等
学
校
杯
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

男
子
は
倉
敷
新
田
が
２
年
連
続
２
回
目
の
優
勝

女
子
はIZ

U
M
O
 D
R
E
A
M
S

が
初
優
勝
を
果
た
す

　

今
年
で
29
回
目
と
な
る
本
校
主
催
の
表
記
の
大
会
を
開
催
し
た
。
今
年
は
本
校
創
立
115
周
年
記
念
大
会
と

い
う
こ
と
で
、各
チ
ー
ム
か
ら
優
秀
選
手
を
選
出
す
る
な
ど
、盛
大
な
大
会
と
な
っ
た
。男
子
は
12
チ
ー
ム（
県

外
４
チ
ー
ム
）、
女
子
は
９
チ
ー
ム（
県
外
１
チ
ー
ム
）
の
参
加
が
あ
り
、
７
月
22
日
㈪
か
ら
鹿
島
総
合
体
育

館
で
開
催
さ
れ
る
県
総
体
の
前
哨
戦
と
し
て
、
二
日
間
の
熱
い
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

男子
の部

女子
の部

て
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
、

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
会
は
盛
り
上
が
っ
た
。

こ
の
様
々
な
貴
重
な
ご
意
見
を
参
考
に
し
て
、

今
後
の
教
育
活
動
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　

今
年
度
の
委
員
は
左
記
の
皆
様
で
す
。

〇
委
員
長
（
再
任
）
吉
田　

明
弘　

様

（
神
宮
寺
住
職
・
島
根
県
な
ぎ
な
た
連
盟
副
会
長
）

〇
副
委
員
長
（
再
任
）
渡
部　

良
治　

様

（
出
雲
歌
舞
伎
む
ら
く
も
座
座
長
）

〇
委　

員
（
再
任
）
法
正　

良
一　

様

（
川
跡
地
区
自
治
協
会
会
長
）

〇
委　

員
（
再
任
）
福
島　
　

隆　

様

（
鳶
巣
地
区
自
治
協
会
会
長
）

〇
委　

員
（
新
任
）
塩
野　

稔
昭　

様

（
本
校
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

島
根
県
知
事

激
励
訪
問

島
根
県
知
事

激
励
訪
問

時　

６
月
30
日　

於　

本
校
黎
明
館

　

丸
山
達
也
島
根
県
知
事
が
本
校
を
訪
問
し
、

卓
球
部
と
な
ぎ
な
た
部
の
練
習
を
視
察
さ
れ

た
。
卓
球
部
の
練
習
を
ご
覧
に
な
っ
た
際
は
、

実
際
に
ラ
ケ
ッ
ト
を
手
に
取
り
、
競
技
を
体

験
さ
れ
た
。
卓
球
部
の
濵
田
副
主
将
と
な
ぎ

な
た
部
の
寺
本
主
将
は
、
県
知
事
の
激
励
訪

問
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
と
今
後
に
向
け
た

抱
負
を
述
べ
、
丸
山
知
事
か
ら
は
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
を
控
え
た
卓
球
部
、
な
ぎ
な
た
部
の
部

員
に
対
し
て
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

優勝チーム（倉敷市立新田中学校）



第４６７号　（4）

壮
行
式
挙
行

時　

７
月
９
日　

於　

本
校
体
育
館

　

中
学
、
高
校
全
員
が
体
育
館
に
集
ま
り
、

中
高
合
同
で
の
壮
行
式
を
挙
行
し
た
。
こ

の
夏
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
全
国
総
文
祭
に

参
加
す
る
生
徒
、
ま
た
全
国
、
中
国
大
会

の
予
選
に
臨
む
生
徒
に
向
け
て
、
野
球
部
、

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
音
頭
で
全
校
生

徒
か
ら
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た
。
生
徒
達
の

大
会
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
活
躍
を
期
待
し

た
い
。

　

な
お
、
出
場
す
る
大
会
は
次
の
通
り
。

【
高
等
学
校
】

な
ぎ
な
た
部
、
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、

卓
球
部

・
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

美
術
部
、
写
真
部

・
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

野
球
部

・
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
島
根
大
会

吹
奏
楽
部

・
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
島
根
県
大
会

・
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
島
根
大
会

合
唱
部

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
島
根
県
大
会

・
島
根
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

【
中
学
校
】

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
卓
球
部

・
島
根
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

野　

球　

部

第
106
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
島
根
大
会

時　

７
月
13
日　
　
　
　
　

於　

県
立
浜
山
公
園
野
球
場

1
回
戦　

本
校　

１

－

６　

松
江
商
業

　

梅
雨
の
影
響
を
受
け
て
、
大
会
直
前
に

臨
時
休
校
に
な
る
な
ど
、
思
う
よ
う
に
活

動
が
で
き
な
い
日
が
続
い
た
が
、
選
手
達

は
集
中
力
を
切
ら
さ
ず
、
試
合
当
日
を
迎

え
た
。

　

序
盤
か
ら
粘
り
の
野
球
を
展
開
し
た
が
、

終
盤
に
力
及
ば
す
、
敗
戦
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
投
手
で
主
将
の
足
立
侑
弥（
3-3
北陵
）

は
足
を
攣
り
な
が
ら
も
粘
り
の
投
球
で
チ

ー
ム
を
鼓
舞
し
続
け
た
。
２
年
生
の
後
押

し
で
、
3
年
生
は
精
一
杯
自
分
の
持
て
る

力
を
発
揮
し
て
く
れ
た
。
最
後
の
最
後
で

と
て
も
ま
と
ま
り
の
あ
る
チ
ー
ム
に
な
り
、

ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
す
る
野
球
を
見
せ
て

く
れ
た
。

　

当
日
は
、
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
協

力
も
あ
り
、
盛
大
な
応
援
で
選
手
を
後
押

し
し
て
い
た
だ
い
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
声

援
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
出

雲
北
陵
野
球
部
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
顧
問　

畑　

宗
一
郎
）

中
学
校
県
総
体
に
向
け
て

中
学
校
県
総
体
に
向
け
て

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

主　

将

　
　
　

奥
田　

竹
虎（
中３
稗原
）

　

中
学
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
７

月
22
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
鹿
島
総
合
体

育
館
で
行
わ
れ
る
県
総
体
に
出
場
し
ま
す
。

目
標
は
中
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
で
す
。

僕
た
ち
は
昨
年
秋
の
県
新
人
大
会
で
味
わ

っ
た
敗
北
か
ら
立
ち
上
が
り
、
日
々
懸
命

に
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
ご
指
導
や
遠
征

の
送
迎
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
顧
問
の
多
々

納
先
生
を
は
じ
め
、
応
援
や
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
保
護
者
の
方
々
と

周
囲
の
方
々
に
最
高
の
恩
返
し
が
で
き
る

よ
う
に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

卓　

球　

部
　

主　

将

　
　
　

波
多
間
怜
偉（
中３
龍王
）

　

私
達
卓
球
部
は
７
月
21
・
22
日
に
安
来

市
で
開
催
さ
れ
る
県
総
体
に
出
場
し
ま
す
。

こ
の
大
会
に
出
場
で
き
る
の
は
先
生
、
保

護
者
、
い
つ
も
自
分
達
を
支
え
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
方
々
の
お
陰
で
す
。
様
々
な
面

で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
良
い
結

果
で
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で

す
。
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
、
全
員
が
全

力
で
プ
レ
ー
し
、
団
体
戦
・
個
人
戦
と
も

に
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

出
雲
科
学
館
理
科
学
習（
中
学
３
年
）

出
雲
科
学
館
理
科
学
習（
中
学
３
年
）

時　

７
月
４
日　

於　

出
雲
科
学
館

　

「
科
学
技
術
と
人
間
」
の
単
元
で
理
科

学
習
が
行
わ
れ
、
３
年
生
９
名
が
受
講
し

た
。
１
限
目
は
サ
イ
エ
ン
ス
ホ
ー
ル
に

て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
の
た
め
に
導
入
さ

れ
活
用
さ
れ
て
い
る
科

学
技
術
に
つ
い
て
学
ん

だ
。
出
雲
市
エ
ネ
ル
ギ

ー
セ
ン
タ
ー
で
は
現
在
、

燃
焼
に
伴
い
排
出
す
る

二
酸
化
炭
素
を
最
小
限

に
抑
え
る
し
く
み
、
発

生
し
た
熱
を
再
利
用
す
る
し
く
み
、
光
触

媒
に
よ
り
施
設
の
窓
を
雨
で
洗
浄
す
る
し

く
み
な
ど
、
環
境
保
全
に
配
慮
し
た
最
先

端
の
科
学
技
術
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
代
表
さ
れ
る
身

近
な
電
化
製
品
は
、
チ
ッ
プ
積
層
セ
ラ
ミ

ッ
ク
コ
ン
デ
ン
サ
の

開
発
技
術
に
よ
り
コ

ン
デ
ン
サ
が
超
小
型
・

大
容
量
化
し
た
結
果
、

実
現
し
て
い
る
こ
と

な
ど
を
学
習
し
た
。

　

後
半
は
出
雲
村
田

製
作
所
ロ
ボ
ッ
ト
開

発
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
４
基
の
玉
乗
り
型
ロ

ボ
ッ
ト
（
ム
ラ
タ
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

部
）
が
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
を
保
ち
ダ
ン
ス
す
る
様
子
を

実
演
し
て
い
た
だ
き
、
完
成
に
至
る
ま
で

の
試
行
錯
誤
に
つ
い
て
講
話
を
い
た
だ
い

た
。
最
後
に
未
来
の
科
学
技
術
を
担
う
生

徒
達
を
激
励
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

２
・
３
限
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
制
御
し
、

課
題
を
達
成
さ
せ
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

づ
く
り
の
実
習
を
楽
し
く
学
ん
だ
。

　

最
後
に
、
中
学
３

年
生
は
今
回
が
出
雲

科
学
館
で
学
ぶ
最
後

の
学
習
と
な
る
。
恵

ま
れ
た
環
境
と
ス
タ

ッ
フ
の
皆
様
の
ご
尽

力
に
感
謝
の
意
を
称

し
た
い
。



（5）　第４６７号

2024年 夏のオープンキャンパス 日
程8/20火

＊筆記用具、上履き、下足用袋、飲み物を持参してください。
＊当日はランチルームの大サービス！(営業時間10:30～13:30　カレーライス ￥100、ラーメン ￥100、うどん ￥100）。

受験講座（９:40～ 10:30　50分）
教　科　名 テ　ー　マ 内　　容
国　語

過去問にチャレンジ！ 本校の過去の入試問題を使って、傾向と対策を詳しく解説します。
数　学
英　語
理　科
社　会

部活動体験（見学）（10:50～ 12:30）
＊部活動についての上記実施時間は予定です。実施時間の変更、あるいは当日試合等がある場合もあります。

部　活　動　名 実施時間 場　　所 備　　考
男子バスケットボール

10:50~12:30

体育館
女子バスケットボール 体育館
中高テニス部（男女） テニスコート
男子ソフトテニス部 ソフトテニスコート
女子ソフトテニス部 ソフトテニスコート
中高陸上競技部 第２グラウンド 見学のみ
なぎなた部 黎明館１階
卓球部 黎明館２階 大会日と重なる可能性あり
中高ダンス同好会 中高棟２番教室 見学のみ
サッカー部 第１グラウンド
野球部 第１グラウンド
吹奏楽部 黎明ホール
合唱部 音楽室
写真部 ２１６Ｒ

その他の行事
行　事　名 実施時間 場　　所 備　　考

第２２回中学生ワープロコンテスト 10:50~12:30 マルチメディアルーム ※別途に実施要項あり。
第２４回いずもアートコンクール 10:50~15:30 美術棟 ※別途に実施要項あり。
入学相談 9:00~15:00 図書室 事前申込は必要ありません。

高等学校授業体験（８:45～９:25　40分）
教　科　名 テ　ー　マ 内　　容
国　語 漢字の成り立ちと漢文入門 漢文の基礎を分かりやすく指導します。
数　学 数学Ａにチャレンジ 数学Ａ (集合分野）の基礎的内容を勉強します。
英　語 高校英文法に挑戦 ３つの完了形 (現在・過去・未来）に取り組み基本事項を確認します。

理科（化学） 高校化学を体験しよう 金属の反応性の違いを通して、高校化学の内容に触れます。
社会（地理・歴史） 社会科って面白い！ 故郷の地理・歴史を通して社会科の楽しさを再確認します。
家庭科（保育） 幼児と遊べる折り紙制作 折り紙を使った作品制作を行います。
保健体育（保健） 運動と健康 運動するとなぜ健康になるのかを勉強します。

看　護 看護って何だろう 看護や看護ケアの実際について学びます。（簡単な実習も含む）

内　　　　　　　　　　容
本校の生徒会執行部によるオープニングイベントを映像配信します。※申し込み不要。授業体験を受ける部屋で視聴していただきます。

オープニングイベント（映像配信）（８:40～８:45　５分）

行　事　名 実施時間 対　　象 定　員 持ち物 事前申込
入試問題に挑戦（理科・社会・国語） 11:00~12:20 小学６年生 20名 必要
オリジナル土器を作ろう 13:00~14:20 小学５･６年生 20名 必要
古代スイーツを作ろう 14:30~16:30 小学５･６年生 20名 必要
入学説明会 ①9:00~9:10 ②11:00~11:10 ③13:00~13:10 ④14:30~14:40 小学４～６年と保護者の方 不要
個別入学相談（随時） 9:00~16:00 小学４～６年と保護者の方 不要

中学校（体験講座・入学説明会等）

部　活　動　名 実施時間 場　　所 備　　考
中学男子バスケットボール部

9:00~10:40

体育館
中学女子バスケットボール部 体育館
中学野球部 第１グラウンド
中学卓球部 黎明館２階
中高テニス部

10:50~12:30

テニスコート
中高陸上競技部 第２グラウンド 見学のみ
中高なぎなた部 黎明館１階 見学のみ
中高ダンス同好会 中高棟ホール 見学のみ

中学校（部活動体験・見学）

お

知

ら

せ

創
立
115
周
年
記
念
美
術
展
・
写
真
展

日　

時　

７
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

（
最
終
日　

15
時
30
分
）

会　

場　

出
雲
市
民
会
館　

展
示
室

入
場
料　

無
料

内　

容　

学
園
回
顧
写
真
、
美
術
・
Ｃ
Ｇ

デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
優
秀
作
品
、

美
術
部
在
校
生
作
品
、
写
真
部

優
秀
作
品

多
数
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

創
立
115
周
年
記
念
第
30
回
出
雲
北
陵
高
等

学
校
英
語
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

日　

時　

11
月
３
日
㈰

小
学
校
の
部　

10
時
30
分
〜

中
学
校
の
部　

12
時
45
分
〜

会　

場　

出
雲
北
陵
中
学
・
高
等
学
校

北
陵
ホ
ー
ル

申
込
締
切
日　

10
月
２
日
㈬



第４６７号　（6）

キ
ャ
リ
ア
教
育

 
関
西
研
修
旅
行
に
参
加
し
て

　

６
月
11
〜
13
日
に
高
校
２
年
生
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
関
西
研
修
旅
行
を
実
施
し
ま
し

た
。
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校
・
企

業
・
施
設
の
訪
問
見
学
を
し
、
進
路
探
究

の
学
び
を
深
め
ま
し
た
。郷

原　

奈
那（
2-1 

平田
）

　

関
西
研
修
旅
行
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、

色
々
な
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
将
来
の
こ
と
に
つ
い
て
深
く
考
え

て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
県
内
で
、
家
か
ら

通
え
れ
ば
い
い
と
い
う
程
度
で
し
た
。
正
直
、

進
学
先
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
と
も
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
上
級
学
校
で
の
話

で
、
知
ら
な
い
学
科
や
興
味
深
い
資
格
も
あ

り
ま
し
た
。
私
が
気
に
な
っ
て
い
た
理
学
療

法
や
作
業
療
法
に
つ
い
て
も
、
そ
の
違
い
や

向
い
て
い
る
人
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
学
科
に
関
連
し
た
体
験

の
よ
う
な
こ
と
も
し
ま
し
た
。
県
外
の
進
学

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
阪
や
奈

良
の
学
校
も
い
い
か
も
と
い
う
考
え
を
持
ち

ま
し
た
。
初
め
て
自
分
か
ら
調
べ
よ
う
と
思

え
た
し
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
行
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
学
校
選
び
の
コ
ツ
も

教
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
に
も
い
い
体
験
が
で
き
、
行
っ
て

良
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
な
り
た
い
職
業

も
絞
れ
、
自
分
で
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

作
品
と
研
究

土
江　

ミ
カ（
2-2 

出三
）

　

私
達
教
養
系
は
、
大
阪
商
業
大
学
、
カ
ッ

プ
ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
神
戸
電
子
専

門
学
校
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

大
阪
商
業
大
学
で
は
、
大
学
に
つ
い
て
丁

寧
な
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
に
キ
ャ
ン
パ
ス

内
を
見
学
し
ま
し
た
。
大
学
生
が
私
達
を
案

内
し
て
く
れ
て
、
大
学
の
魅
力
や
学
生
生
活

な
ど
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル

を
作
り
、
楽
し
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
訪
問
し
た
神
戸
電
子
専
門
学
校
で

は
、
校
舎
見
学
が
中
心
で
し
た
が
、
た
く
さ

ん
の
分
野
・
学
科
が
あ
り
、
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
研
修
旅
行
で
、
貴
重
な
経
験
が
で
き
、

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。中

垣　

結
菜（
2-3 

出一
）

　

私
は
、
大
阪
商
業
大
学
を
見
学
し
て
、
大

学
生
の
話
が
と
て
も
楽
し
そ
う
で
、
大
学
と

い
う
と
こ
ろ
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
専
門

学
校
し
か
選
択
肢
に
な
か
っ
た
の
で
、
色
々

と
調
べ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
神
戸
電
子
専
門
学
校
で
は
、
多
く
の

学
科
が
あ
り
、
自
分
の
好
き
な
分
野
に
つ
い

て
学
べ
る
学
校
だ
と
知
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
旅
行
を
通
じ
て
、
今
ま
で
以

上
に
将
来
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
、

ま
だ
進
路
が
決
ま
っ
て
い
な
い
生
徒
に
と
っ

て
、
将
来
を
考
え
る
よ
い
機
会
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
残
り
の
高
校
生
活
の
中
で
、
し

っ
か
り
考
え
て
進
路
先
を
見
つ
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

今月の
 1枚

藤
原　

小
雪

（2-6）出一

高
文
連
出
雲
地
区
美
術
講
習
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品

髙
野　

愛
未（
2-4 

大一
）

　

私
達
進
学
系
は
、
関
西
大
学
と
近
畿
大
学
、

大
阪
取
引
所
の
見
学
を
し
ま
し
た
。

　

上
級
学
校
を
訪
問
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、

学
び
た
い
こ
と
を
と
こ
と
ん
学
べ
る
環
境
が

充
実
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
関
西
大
学
も
近

畿
大
学
も
総
合
大
学
な
の
で
、
学
び
た
い
学

部
・
学
科
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
関

西
大
学
で
は
、
在
学
中
に
一
年
間
の
海
外
留

学
が
で
き
、
留
学
先
で
取
得
し
た
単
位
は
そ

の
ま
ま
関
西
大
学
の
単
位
に
な
る
の
で
、
休

学
や
留
年
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
英
語
を

学
ぶ
環
境
が
整
っ
て
い
る
の
も
魅
力
的
で
し

た
。
近
畿
大
学
で
は
、
学
び
の
た
め
の
施
設

が
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
学
習
ス
ペ
ー
ス
や

図
書
館
も
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
大
学
も
、
学
内
に
い
る
学
生
の

方
々
が
と
て
も
楽
し
そ
う
で
、
大
学
選
び
の

材
料
の
一
つ
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

桑
原　

佳
吾（
2-5 

斐東
）

　

私
達
特
進
コ
ー
ス
は
、
関
西
大
学
と
近
畿

大
学
の
見
学
に
行
き
ま
し
た
。大
学
は
、学
ん

だ
り
研
究
し
た
り
す
る
専
門
性
が
高
く
、
耳

に
し
た
こ
と
の
な
い
言
葉
も
た
く
さ
ん
聞
き

ま
し
た
。

　

関
西
大
学
は
、
社
会
に
出
た
時
に
生
か
せ

る
よ
う
な
実
践
的
な
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

に
注
力
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
中

で
も
「
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
」
は
、海
外
の
学
生
と
連
携

し
な
が
ら
様
々
な
分
野
を
学
ぶ
こ
と
で
、
次

世
代
の
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
畿
大
学
で
は
、
大
手
企
業
と
コ
ラ
ボ
し

て
の
商
品
開
発
、
マ
グ
ロ
の
完
全
養
殖
成
功

な
ど
、
他
大
学
に
は
な
い
も
の
に
挑
戦
す
る

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。

　

両
大
学
と
も
、
社
会
に
出
た
時
に
役
立
つ

こ
と
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
学
べ
る
の
で
、
進

路
選
択
の
参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
田　
　

凜（
2-6 

斐西
）

　

私
は
大
阪
芸
術
大
学
を
訪
問
し
、
大
学
で

何
を
学
べ
る
か
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
、
ま
た

Ａ
Ｒ
の
体
験
が
で
き
て
、
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

　

特
に
「
Ａ
Ｒ
体
験
」
は
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
Ａ
Ｒ
と
は
「
拡
張
現
実
」
と
言
わ
れ
、

現
実
の
世
界
に
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
重
ね
て
表

示
す
る
技
術
の
こ
と
で
す
。
体
験
授
業
で
は
、

自
分
で
好
き
な
絵
を
描
い
て
現
実
世
界
に
表

示
し
ま
し
た
。
い
つ
も
画
面
の
中
で
静
か
に

い
る
だ
け
の
自
分
の
絵
が
、
現
実
世
界
に
い

る
よ
う
で
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

大
学
説
明
の
時
に
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

と
の
共
存
の
時
代
が
来
て
い
る
と
話
さ
れ
ま

し
た
が
、
体
験
授
業
を
通
じ
て
、
本
当
に
そ

う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
時
代
は
Ａ
Ｉ
が
発
展
し
て
い
く
と

思
い
ま
す
。
今
回
の
訪
問
で
、
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
学
び
に
つ
な
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。


